
矢上高等学校 令和６年度学校経営方針 

 

１ 校訓 

「腕に覚えのある人間」 「筋金の通った人間」 「思いやりのある人間」 

 

２ 第２期矢上高校将来ビジョン基本理念（Ｒ３.3策定：矢高ＨＰ 学校案内→コンソーシアム内に掲載） 

「地域社会の未来を共に生き抜く たくましい人間づくり」 

 

３ 教育目標 

（１）教養と技能を身に付け、目標に向かって主体的かつ誠実に行動する人を育てる 

（２）自他を尊重し、他者と協働して共に学び高め合う人を育てる 

（３）地域の産業や文化に関心をもち、地域や社会に貢献しようとする人を育てる 

 

４ 運営方針 

（１）グランドデザインに基づいた教育活動の推進・展開に取り組む 

（２）不易流行の精神をもって、社会の変化や流れに対応した新たな目標設定と目的達成に取り組む 

（３）部科長・主任のリーダーシップと責任のもと、分業・協業態勢を構築して取り組む 

 

５ 重点目標 

（１）生徒が安心して活動・チャレンジできる環境づくり 

・人権教育、生徒会活動等を通して、自他ともに認め合える人権感覚を涵養 

・支援が必要な生徒へのサポート体制の充実（学年部での共有と対応、分掌の連携、生徒支援委員会、通級指導） 

・１８歳成人を意識した社会的自立への支援 

 

（２）学力・資質を伸ばす指導と可能性を広げる進路指導・進路希望の実現 

 ・生徒が学習の大切さを理解し、主体的に取り組む姿勢を育み、家庭学習１２０分平均を実現する。 

  ※家庭学習は教科学習だけでなく、探究活動や課題研究、読書等自身のレベルアップに成るもの全般を含む 

・新学習指導要領に対応した授業改善・単元テスト・定期試験・観点別評価の確立 

・効果的なタブレットの活用、到達目標を明確にした分かる授業・伸びる授業の実施 

・的確なキャリア教育推進と学年部・進路指導部・教科会が力を合わせた進路実現 

 

（３）全教職員による魅力化・地域連携の推進と情報発信の強化 

・コンソーシアム（矢上高校と地域の未来をつくる会）を軸とする第２期ビジョン施策の着実な実施 

・地域と連携した探究活動、課題研究の継承・推進、教科学習との往還 

・産業技術科の各プロジェクト（神紅・石見和牛他）の推進 

 ・全員が令和7年度入学者選抜（総合選抜・一般選抜）を意識した情報発信と生徒確保対策 

・DXハイスクール事業推進体制の構築とデジタル人材の育成 

 

（４）教育の場としての寄宿舎の円滑な運営 

・共同生活を意識した主体的な生活規律遵守への態度育成 

・主体的に学習・清掃等に取り組む態度の育成（自律・成長の場） 


